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“Excellent Guitar & Drum 
           Specialty Company”を目指して！

星野楽器(株)は、2008年に最高売上・最高利益をもって創
業100周年事業を終え、次の目標150周年に向けて更なる
再飛躍を遂げようとしております。

弊社はその売上の90%を海外が占めており、アメリカ・欧
州・日本市場に自社販売会社を設け、三極市場密着型の
マーケティング・販売活動を行っています。星野楽器グルー
プは、まさにグローバルな楽器専門企業集団と言えます。
商品製造においても日本・中国にそれぞれ拠点を置き、また

中国・インドネシアなど国内外50社におよぶ協力工場と手を
携え、厳しい品質管理のもと自社ブランド「Ibanez」
「TAMA」の供給にあたっております。ロサンゼルスとオラン
ダにはプロミュージシャンとの窓口となるマーケティングオフィ
スを持ち、最新の音楽シーンの流れを商品開発に生かす体
制を敷いており、常日頃からPaul  GilbertやMike　Portnoy
ら、トップミュージシャンとの接触を保っております。
このような企業環境ですので、入社を希望するのも、ほぼ
90%が音楽と何らかの関わりを持った人たちです。社員

の趣味と仕事が一致する環境が、世界のミュージシャンに
喜んで演奏していただける楽器を生み出し続ける秘密な
のかもしれません。
「音楽好き」で「進取の気性」を持つ集団を率いて
「Excellent Guitar & Drum Specialty Company」を
目指し、今後も良質でイノベイティブな楽器を生み出し続
けられるよう全社邁進して行く所存でございますので、皆
様の変わらぬご愛顧を心よりお願い申し上げます。

明治41年（1908年）、星野楽器(株)は星野書店の楽器部と
して創業しました。学校へのオルガン販売から始まり昭和4
年（1929年）に(資)星野楽器店を設立、昭和56年（1981年）
に星野楽器(株)に改組されるに至りました。星野楽器グルー
プの本社的立場にあり、弦楽器・打楽器・電子楽器の企画設
計・開発、輸出入業務、海外市場開拓、海外代理店への卸
売販売を行っています。
当社は楽器の品質を追究し、世界に通用する自社ブランド
の確立に努めてきました。その過程で、昭和46年（1971年）
には楽器業界において初めてアメリカに進出。品質改善・開
発に際して世界的な有名ミュージシャンを加えた開発プロ
ジェクトを結成するなど、世界の市場ニーズに応えることで
常に革新的な前進を続けてまいりました。平成21年（2009
年）にはドラム工場である星野楽器製造(株)を吸収合併、新
たな体制でのスタートを切りました。
弦楽器及び打楽器の分野で、当社のIbanezブランド及び
TAMAブランドの楽器を世界のミュージック・シーンに向け
送り出しています。

アイバニーズマーチャンダイジング第一部及び第二部では、
弦楽器、ギターアンプ、エフェクター、その他アクセサリーなど

の企画・開発・設計を担当。音楽の流行を速やかにキャッチ
し、その要素を商品企画へと練り上げ、量産のための設計、
そして国内外の製造委託拠点を相手とするメーカーの選
定・営業交渉（技術力・品質・価格・量産能力の判断）、製品
の環境配慮、品質管理、国内仕入・輸入業務等を行います。
販売部では、海外代理店に対する販売営業（各国代理店
のコンサルティング、市場ニーズの分析、目標販売金額達
成のための企画）、輸出業務・仲介業務等の貿易実務、宣
伝物の企画・製作、ホームページ制作、その他販促物手
配、国際的な楽器ショウの出展企画・推進、アーティスト・リ
レーションを担当。世界規模の販売戦略の下、活動を展開
しています。
TAMA部門では、打楽器関連の企画・開発・設計・製造、製
造委託先の海外メーカーとの仕入営業交渉、海外市場へ
の販売促進を担当。ドラムやハードウェア及び付属品に関
する諸業務の中核を担っています。ハードウェアの開発技術
を生かして、ラックシステムやスタンドのOEM生産も行ってお
り、特機部門を通じて販売しています。
総務部では、経理、人事、労務、庶務、総務全般、情報システ
ムを担当。採用活動、国内外の特許・商標管理においては、
星野楽器グループ全体の窓口としての役割を担うほか、グ
ループ内の統一性を保つ規程の制定及び改廃、グループ
連結決算業務、新しい情報技術の導入と業務改善、通信の
環境変化対応などにより、社内の業務やグループ間の連携
が円滑に行われるようバックアップします。

創業当時から受け継がれてきた「いち早く世界のニーズ
に応え、新しい音楽文化に貢献する」という姿勢を大切
に、新しい提案を携えたより良い商品を世界に向け発信
していきます。
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昭和62年（1987年）、アメリカのロサンゼルスに事務所を
開設。ロサンゼルスはグラミー賞授賞式の行われる街で
もあり、音楽に限らずファッションなどにおいても、常に最
先端の情報が発信される場所でもあります。 L.A.マーケ
ティングオフィスは、世界最先端のアーティスト情報を収
集し商品企画へフィードバックさせるという、大切な役割
を担っています。主な活動のひとつに新規アーティストの
獲得や既存アーティストのケアがあります。 オフィス内に
はギターのカスタムショップもあり、専任のギタービルダー
がアーティストのギターを制作、修理しています。
もうひとつの主な活動としてR＆D（研究／開発）がありま
す。アーティストとのやり取りを楽器の開発や改良点など
に反映させていくことは、よりよい商品を作っていくために
必要不可欠です。時には開発途中の試作品に対して
アーティストの意見を求めるため、開発担当者が自らロサ
ンゼルスへ出向きリサーチをするということもあります。
L.A.マーケティングオフィスはアーティストが気軽に立ち
寄ってくれる空間であり、彼らと交わした言葉が、次世代
の製品につながるアイデアを着実に育んでいます。

平成11年（1999年）ドイツフランクフルトに開設され、平成15年
（2003年）にはオランダアウトホールンに移転した欧州駐在員
事務所では、現在2名の日本人スタッフが活動しています。 
平成20年（2008年）には、マーケティングを専任するスタッフ1
名が加わりました。
この拠点の任務は、大きく分けて2つに分類されます。 ひとつ
は、国の数だけ存在する多数の独自文化を集約し、ヨーロッ
パ全体としての調和を見出すこと、すなわち、各国代理店に
おける統一感のある営業政策の企画・運営の促進や、ヨー
ロッパ向け商品群の構築などです。 もうひとつは、全体では
統一感を保ちながらも、多種多様な文化や価値観がひしめ
くヨーロッパにおいて、それぞれの地域に合った商品やサー
ビスを提供すること、つまり多様性を活かす方向での活動で
す。 これらは一見相反する活動のようですが、ヨーロッパを
巨大市場として捉えたマクロ的な営業政策、各国を独自市
場と捉えたミクロ的販売政策が組み合わさることによってこ
そ、スケールメリットを保ちつつも細やかなニーズへのケアが
可能となると考えています。駐在員は主にイギリス、イタリア、
オランダ、スペイン、ドイツ、フランスの代理店や小売店と連携
し、情報の収集、分析、伝達を行っています。

アイバニーズギター開発センターは、星野楽器(株)の一部
署として培ってきた設計・開発力を基盤にし、ギターの開発
を専門に行うための拠点として、平成19年（2007年）愛知県
尾張旭市に開設されました。4名のスタッフがそれぞれテー
マを持ち、開発業務を行っています。
この開発センターには、各種木工機械やコイル巻線機、塗
装ブースなど、試作品を製作するのに必要な設備が整えら
れています。実際の製造現場に即した開発を行うことによっ
て、商品化のスピードアップも可能となります。
また、アイデアをイメージどおりに具現化するには、設計段階
における適正な数値やそれを表現する図面も不可欠です。
最新鋭の3D CADシステムが導入され、ギター製作に必要な
精度の高い設計をより効率よく行える環境となっています。
完成した試作品はオフィス内のスタジオで試奏され、楽器と
しての機能が確認されます。
アイバニーズギター開発センターは、新しい付加価値を
持った商品を生み出すことを通じて、多様化する音楽文
化に貢献してまいります。

昭和51年（1976年）愛知県瀬戸市に開設され、平成22年
（2010年）尾張旭市に移転した三郷ディストリビューション
センターには、国内外で作られたギター、アンプ、エフェクター
類や各種の部品とアクセサリーが送り込まれます。それぞれを
細部まで検品し、必要があればその場で修理加工をほどこ
し、出荷指示に従って仕向地別に梱包します。海外向けの出
荷の場合は、着荷商品が滞ることのないよう船積の予定に従
い順次出荷先ごとに梱包し、港の保税倉庫へ運び込みます。
市場と接する最前線として、商品を手に取る側の心情を考
え、正確・迅速な物流処理と自社ブランドにとって極めて重要
な品質管理に取り組んでいます。例えば、新商品が到着する
と全員で商品説明会を開き細部にわたって商品構造を勉強
し、あるべき姿の商品をお客様に届けられるようにします。
また、検品中に不良品が発見された場合は、全員でその因果
関係を徹底的に追及し、製造現場へ商品の状況を説明する
とともに、必要に応じてはその商品を送り返して再発防止を促
します。もちろん、良品を輸送途中で破損することのないような
梱包にも心がけています。
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中国青島駐在員事務所
中国山東省青島市市北区延安路167号608室

中国広州駐在員事務所
中国広東省広州市天河区天寿路沾益直街電務総合楼2階19B室

海外へと広がる生産拠点での品質管理体制を整えるた
め、平成17年（2005年）に中国青島駐在事務所が開設さ
れました。日本人駐在員4名と現地雇用スタッフ8名に加え、
派遣会社からIbanez専任として派遣されたスタッフ6名
が、それぞれ製造委託先スタッフと共にギターの品質向上
のための活動を行っています。製造スタッフとの打ち合わせ
や工場内での検品などを現地で行うことにより、不良品の
出荷を未然に防ぐことができるだけでなく、問題点の発見と
その対処を迅速に行うこともできます。
また不良品が発生しにくい仕様を提案したり、逆に市場か
らの反応を生産工程の改善に生かしたりと、生産拠点と商
品担当部署とのパイプ役としての役割も担っています。
中国広州駐在員事務所は、平成21年（2009年）に中国に
おける物流拠点として開設されました。現在1名の駐在員
が、中国各地の製造委託工場で生産された商品をより効
率よく海外代理店へ届けるためのコンソリデーション出荷
業務を行っています。輸送コストや納期、またメーカーや海
外代理店それぞれの要望にできるだけ近いかたちで出荷
を行うという観点から、この拠点が果たす役割はますます
大きくなると考えています。

当社の楽器製造の歴史は、昭和37年（1962年）多満製作
所でのエレキギターやギターアンプの製作からスタートしま
した。 昭和40年（1965年）にはドラムの生産を開始、昭和49
年（1974年）にはTAMAブランドが誕生しました。 昭和63
年（1988年）に現在の工場が完成し、星野楽器製造(株)と
してドラムやハードウェア及び付属品の製造を行ってきまし
た。平成21年（2009年）の合併によって暁工場と名称を変
え、現在では主に星野楽器(株)TAMA部門の業務が行わ
れています。
暁工場には、打楽器関連の企画・開発・設計・製造、製造
委託先の海外メーカーからの仕入、海外市場への販売促
進など、TAMAドラムに関する幅広い機能が集約されて
います。常にオリジナリティーのある商品作りに挑戦し続
け、各部署またはグループ内の連携によって、より付加価
値の高い商品を送り出すことを目指しています。世界中の
一流ドラマーに信頼され評価されるまでに成長した
TAMAブランドの中核を支える事業所として、今後も新し
い挑戦は続きます。

暁工場
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